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■　道路現況 　【数値：（岩手の道路現況）〔令和3年4月1日〕】

路線番号 路線名
実延長
（ｍ）

改良延長
5.5ｍ以上(m)

改良率 舗装率
(軽舗装含)

283 国道283号 22,517.1 20,764.0 93.1% 100.0%
小計 22,517.1 20,764.0 92.2% 100.0%
4 主）釜石港線 1,366.0 1,366.0 100.0% 100.0%
26 主）大槌小国線 30,783.9 26,202.3 100.0% 100.0%
35 主）釜石遠野線 26,193.8 21,372.4 90.5% 100.0%
小計 58,343.7 48,940.7 83.9% 100.0%

145 一）大槌停車場線 85.2 85.2 100.0% 100.0%
146 一）鵜住居停車場線 39.7 39.7 100.0% 100.0%
167 一）釜石住田線 8,406.8 619.2 17.4% 100.0%
193 一）唐丹日頃市線 12,398.0 1,885.3 20.1% 100.0%
231 一）吉里吉里釜石線 10,010.0 4,310.1 55.5% 100.0%
242 一）水海大渡線 7,223.1 3,306.5 51.0% 100.0%
249 一）桜峠平田線 18,084.5 5,055.7 62.2% 100.0%
250 一）吉浜上荒川線 8,525.0 1,443.3 57.4% 100.0%
280 一）大槌小鎚線 1,876.8 1,876.8 100.0% 100.0%
小計 66,649.1 18,621.8 27.9% 100.0%
合計 147,509.9 88,326.5 59.9% 100.0%

主要地方道＝（主）　　一般県道＝（一）

■　河川現況 　　　　　　　 　　　【数値：令和5年3月31日時点】

番号 河川名
指定延長
（Kｍ）

流域面積
（Km2）

計画高水流量
(m3/S）

比流量
（ｍ3/S/Kｍ2）

3 甲子川 20.700 137.5 950 6.9
17 片岸川 3.819 29.6 300 10.1
18 鵜住居川 23.127 156.1 1,000 6.4
19 小鎚川 11.782 62.7 420 6.7
20 大槌川 12.500 111.5 850 7.6
49 小川川 7.050 37.0 200 11.9
68 水海川 3.900 16.4 180 11.0
69 長内川 3.300 26.5 170 6.4
90 能舟木川 1.500 5.4 41 7.6
96 沢桧川 1.150 20.3 200 9.9
100 熊野川 8.000 30.6 290 9.5
101 北川目川 0.600 － － －
102 中川目川 1.300 － － －
小計 98.728 633.6 － －

■海岸現況 　【数値：令和５年４月１日時点】

区分 地区海岸名
保全区域延長

（ｍ）
保全区域面積
（m2）

堤防高
（ｍ）

鵜住居地区海岸（片岸地先海岸） 820 57,443 T.P.+14.5
鵜住居地区海岸（根浜地先海岸） 420 25,584 T.P.+5.6
両石地区海岸（水海地先海岸） 1,340 138,165 T.P.+12.0
平田地区海岸（青出浜地先海岸） 120 1,400 －
小白浜地区海岸 511.9 45,791 T.P.+14.5
釜石港海岸（須賀地区海岸） 1,010 58,096 T.P.+6.1
釜石港海岸（大平地区海岸） 867 36,513 T.P.+6.1
釜石港海岸（湾口地区海岸） 2,362 1,100,238－(湾防T.P.+6.0)
釜石港海岸(泉地区海岸） － － －

■釜石港（現有公共係留施設） 　【数値：令和元年10月１日時点】

地区名 施設名 バース 延長（ｍ） 対象船舶

防潮堤 994.6
岸壁（-11m) 1 190.0 18,000D/W
岸壁（-7.5ｍ） 1 130.0 5,000D/W
耐震強化岸壁（-7.5m） 1 130.0 5,000D/W
岸壁（-4.5m) 4 240.0 1,000D/W
物揚場(-4.0m） 718.5
物揚場(-3.0m） 91.5
物揚場(-2.0m） 349.5
物揚場(-1.5m） 100.0

大平 防潮堤 852.7

■砂防指定地
釜石市　８６地区　　　　大槌町２４地区 合計108地区 【数値：令和６年３月31日時点】

■急傾斜地崩壊危険区域
釜石市　７１地区　　　　大槌町１３地区 合計８４地区 【数値：令和６年３月31日時点】

■日向ダム
名称 形式 堤高 提頂長 提体積 設計洪水流量

56.5ｍ 290m 241,150m3 630m3/sec
流域面積 湛水面積
22.0km2 0.29km2

■県営住宅
１３団地　　　　　　　　　８２８戸 【数値：令和6年３月31日時点】

１　管理施設の現況

国土交通
省所管海
岸

須賀

総貯水容量重力式コンクリートダム日向ダム
5,700,000m3

【出典：「いわてのダム（平成17年3月）岩手県」】
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２ 組織、職員数及び予算概要 

①  組織 

調整課ﾟ 土木企画、建設リサイクル 

管理課 庶務、委託契約、建設業許可、道路・河川・港湾の占用許可 

用地課 土地の取得・補償 

道路整備課 道路建設工事、道路維持・修繕 

河川港湾課 河川・日向ダム・砂防・急傾斜、土砂災害防止法、港湾維持修繕、海岸・

水門陸閘、一部調整課業務 

建築指導課 建築物の審査・検査・指導・取締り 

②  職員数       （令和６年４月１日時点）

職員数 

部長 1 名 

調整課 3 名 

管理課 5 名 

用地課 3 名 

道路整備課 4 名 

河川港湾課 14 名 

建築指導課 2 名 

計    32 名 

③  予算概要                          （百万円）

予算 R６年度 当初 R５年度 当初 増減 前年比 

公共事業 

(うち災害復旧費) 

３,７５４ 

(０)

４,３８４ 

(０)

▲６３０  ０．８６ 
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④　予算額の推移

(百万円）

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
予算額 2,178 1,464 6,669 11,565 19,131 38,602 25,689 26,707 29,115 42,204 26,801 9,181 3,771 4,384 3,754

 ※  当初予算ベース（当初予算＋前年度からの繰越（事故繰越含む））

沿岸広域振興局土木部（釜石管内）公共事業予算額の推移（通常事業+災害）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
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（年度）
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３ 主要事業箇所図

4-（6）砂防事業
天神の沢（3）、天神の沢（4）地区

4-（5）急傾斜地崩壊対策
大渡（2）-3地区

4-（7）河川維持 河道掘削

鵜住居川、長内川、甲子川等

5-（4）港湾施設
ガントリークレーン

4-（2）橋梁補修・補強
七の橋

※4(8)～(9)、5-(2)の位置図は別紙記載

道路改良・災害防除・老朽化対策

河川施設・海岸保全施設・河川維持

砂防・急傾斜事業

港　湾　施　設

凡例

4-（3）災害防除
金澤～土坂峠地区

4-（1）道路改良
中村～青ノ木地区

4-（4）トンネル補修
仙人トンネル

5-（3）海岸施設
根浜海岸

5-（1）海岸保全施設
鵜住居川水門、片岸防潮堤

5-（1）海岸保全施設
大槌川水門、小鎚川水門

5-（1）海岸保全施設
甲子川水門
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主要地方道釜石遠野線は、釜石市鵜住居町を起点とし遠野市青笹町に至る路線であり、
主要地方道として地域間を移動する通行機能と地域住民の通勤・通学路として利用され
ている。
当路線の中で、中村～青ノ木地区の一部区間は幅員狭小で２車線が確保できず、大型車

同士のすれ違いが困難であり交通に支障を及ぼしている。このため、この区間を道路改良
することにより、道路機能の改善を図り、大型車両の通行の安全も確保できることから、
世界遺産「橋野鉄鉱山」への観光ルートとしても大いに活用されることが期待される。

・道路区分 第３種第４級
・設計速度 Ｖ＝４０ｋｍ／ｈ

○事業目的

○計画概要

4-(1) 道路改良 （主）釜石遠野線 中村～青ノ木（なかむら～あおのき）地区

○設計条件

・施行延長 中村地区 ４２０ｍ
青ノ木地区 ６０４ｍ

・道路幅員 Ｗ＝５．５（７．０）ｍ
・施工期間 令和２年度～令和７年度(予定)

青ノ木工区

L=604ｍ

中村工区

標準横断図（青ノ木工区）

〇橋野鉄鉱山
主要地方道釜石遠野線

L=420ｍ
工事中

至 遠野市
至 釜石市
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③

④

中村工区

青ノ木工区

現況 ②現況 ①

至 釜石市

②
①

工事概要（中村工区）
表層工 2，960m2 大型ブロック積工 120m 横断管渠工 １箇所

現況 ③ 現況 ④

至 釜石市

至 釜石市

至 遠野市

至 釜石市

至 遠野市
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写真貼付

・橋 長 66.0m
・幅員 16.8ｍ
・建 設 1969年（昭和44年）※55年経過
・活荷重 TL-20
・橋梁下 二級河川小川川
・交通量 6,176台/日（R3交通センサス）
・その他 緊急輸送道路（１次）指定

○事業目的

４-(2) 道路環境改善事業 （国）283号 七の橋（ななのはし）

○ 橋梁諸元

〇塗装塗替工事
・橋梁塗装工 1式
・支承補修工 1式
・排水施設工 1式

〇橋梁補修工事
・橋面防水工 1式
・伸縮継手工 1式

一般国道283号に架かる「七の橋」は、釜石市の市街地と釜石中央Ｉ．Ｃを結ぶ重要な橋梁であるが、架
設後55年が経過し、漏水の影響による鋼材の腐食や老朽化による部材の損傷が多数確認されており、放
置することにより通行規制などの一般交通への大きな影響が懸念されることから、橋梁の長寿命化を目的

として予防保全的な補修を行い、道路利用者の安全で安心な通行の確保を図るものである。

なお当該路線は、沿岸部の重要港湾である釜石港と内陸部中枢都市の花巻市を結ぶ幹線道路であり、

岩手県地域防災計画において緊急輸送道路（１次）に位置づけられるとともに、東北横断自動車道釜石秋

田線の迂回路を担う重要な路線であることから、早期に補修工事を行い、道路交通ネットワークを確保す

七の橋

横桁 腐食状況

全景写真（側面）

地覆 欠損状況

○ 工事概要

至

釜

石

市

至

遠

野

市

位置図
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主要地方道大槌小国線は、上閉伊郡大槌町を起点とし宮古市小国に至る路線であり、主要地方道
として地域間を移動する通行機能と地域住民の通勤・通学路として利用されているとともに、緊急
輸送道路（２次）に位置付けられ地域に欠かせない路線である。

当該路線において、法面から道路への落石が確認されているほか、法面には今後道路へ落下する
恐れのある露岩や浮石等が多数存在しており、放置することによって落石による事故等一般交通へ
の大きな影響が懸念されることから、落石対策を目的として防護工や予防工を行い、道路利用者の
安全で安心な通行の確保を図るものである。

○事業目的

○計画概要

4-(3) 道路環境改善事業 （主）大槌小国線 金澤(かなざわ)～土坂峠（つちさかとうげ）

・事業延長  ＝７５０ｍ
・計画幅員 Ｗ＝５.５（８.０）ｍ
・事業期間 平成３１年度～令和８年度

位 置 図

主要地方道大槌小国線

至
小
国

至大槌

当該路線の様子 路肩への落石

法面上に多数の転石 法面上に浮石

：対策箇所 ：対策済箇所
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・延 長 2500.0m、幅員 6.2（5.5）ｍ
・工 法 掘進工法
・建 設 1959年（昭和34年）※65年経過
・交通量 355台/日
・等 級 Ｂ等級
・その他 緊急輸送道路（一次）指定

○事業目的

○ 補修概要

4-(4) 道路環境改善事業 （国）283号 仙人（せんにん）トンネル工区

○ トンネル諸元

・当て板工 263m2
・線導水工 42ｍ
・面導水工 793ｍ2
・流末処理工 1式
・覆工打替え工 ３箇所
・付属設備撤去工 1式

一般国道283号に建設された「仙人トンネル」は、建設後65年が経過しており、覆工コ
ンクリートのひび割れや剥落及び既設導水樋の破損等の老朽化による損傷が多数確認され
ており、放置することによって通行規制などの一般交通への大きな影響が懸念されること
から、トンネルの長寿命化を目的として予防保全的な補修を行い、道路利用者の安全で安
心な通行の確保を図るものである。

なお当該路線は、沿岸部の重要港湾である釜石港と内陸部中枢都市の花巻市を結ぶ幹線
道路であり、岩手県地域防災計画において緊急輸送道路（１次）に位置づけられるととも
に、東北横断自動車道釜石秋田線の迂回路を担う重要な路線であることから、早期に補修

仙人トンネル

全景写真（釜石側）

覆工のひび割れ、漏水

位置図

既設導水樋の破損
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当該箇所は、保全対象に人家17戸、地域防災計画の緊急避難場所に指定されている駒木不
動沢が含まれる、がけ高56ｍ、勾配49度の急傾斜地です。
斜面は全体的に表土で覆われ、露岩部では風化・亀裂が著しく、今後の豪雨によって斜面

崩壊の危険性があります。
このため、早急に急傾斜地崩壊対策施設を整備し、地域の安全の確保を図るものです。

○事業目的

4-(5)  急傾斜地崩壊対策事業 大渡（２）-３地区

保全対象：人家17戸
駒木不動沢（地域防災計画に記載のある

津波時緊急避難場所）
事 業 費：3億6,400万円
事業期間：令和４年度～令和８年度
工事概要：全体延長 L=152m

地山補強土工 L=10m
現場吹付法枠工 A=4,670m2

○計画概要
位 置 図

立 木

石積

石積

アスカーブ

L型側溝 AS

①

②

③

全景

斜面

保全対象

①

③

②

横 断 図
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○保全対象
天神の沢（３）：人家11戸、共同住宅1棟、国道50m、

市道、橋梁1基(国道45号高架橋)、
釜石市役所新庁舎（事業中）

天神の沢（４）：人家147戸、市道、幼稚園、
釜石市役所新庁舎（事業中）

○全体事業費：８億円
○事業期間 ：令和２年度～令和６年度
○工事概要 ：砂防堰堤 ２基

天神の沢(3)及び天神の沢(4)は、土石流危険渓流であり、渓岸侵食が進行し、渓床には不
安定土砂が堆積しています。
保全対象には、人家、国道、市道があるほか、土砂災害警戒区域内には釜石市役所新庁舎

の建設が予定されており、土砂災害が発生した場合は、危機管理拠点としての機能が喪失す
るなど甚大な被害の発生に繋がるおそれがあります。
このため、土砂災害を未然に防止するため、早急に砂防施設を整備し、地域住民の安全確

保を図るものです。

○事業目的

○計画概要

4-(6)  砂防事業 天神の沢（３）・（４）地区

天神の沢(3)
流域面積
A＝0.25km2

天神の沢（4）
流域面積

A＝0.04km2

釜石市役所
新庁舎建設予定地

位置図

②幼稚園（かまいしこども園）

①

②

天神の沢(3)

天神の沢(4)

天神の沢（３）
天神の沢（４）

保全対象

①釜石市役所新庁舎建設予定地

13



県では、河川の適切な維持を図るため、河道掘削や立ち木伐採について、着実に取り組ん
でいる。

河道掘削や立ち木伐採については、
①近年出水箇所で家屋浸水があった箇所、
②河道断面が不足している箇所で資産集中箇所、

③市町要望箇所、
④その他必要と認められる箇所

など、優先順位を勘案し工事を推進している。

河川海岸等維持修繕事業ほか4-(7)  河川維持 河道掘削

実施前

○対応状況写真（鵜住居川長持地区）

実施後

堆積土砂

○対応状況写真（片岸川小白浜水門）

実施前 実施後

令和5年11月 令6年３月

令和４年６月

堆積土砂

○河道掘削のイメージ

河道掘削 澪筋の保全

令和５年３月

みおすじ
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地理院タイルを加工して作成

写真①

写真②

①

至 両石

至 箱崎

②

桑ノ浜沢（５） 桑ノ浜沢（３）

令和元年10月12日、13日発生の台風第19号により土石流が発生し、人家等への被害が大
きかった13の渓流において、砂防堰堤などの土砂災害対策施設の整備を進めています。

○災害関連緊急砂防事業・砂防激甚災害対策特別緊急事業（令和４年度完成）
仮宿東の沢(2)、桑ノ浜沢(3)、桑ノ浜沢(5)、尾崎白浜の沢(6)、尾崎白浜の沢(11)

○砂防激甚災害対策特別緊急事業
尾崎白浜の沢(8) （令和４年度完成）
尾崎白浜の沢(4)、吉里吉里の沢(3)、平田の沢(4) （令和５年度完成）
尾崎白浜の沢(9)、佐須の沢(3)(5)(6) （令和６年度完成予定）

○通常砂防事業（令和５年度完成）

災害関連緊急砂防事業ほか4-(8) 令和元年台風第19号に係る砂防事業

○桑の浜地区 ○仮宿地区

仮宿東の沢（２）

至 箱崎白浜

写真①

①

尾崎白浜の沢（４）

①

尾崎白浜の沢（２）

尾崎白浜の沢（３） 尾崎白浜の沢（８）

尾崎白浜の沢（９）

至 佐須

県道桜峠平田線

至 平田

③

写真①

写真②

写真③

○尾崎白浜地区

佐須の沢（５）

佐須の沢（３）

佐須の沢（６）

至 本郷

至 尾崎白浜

①
写真①

○佐須地区

至 大船渡

至 釜石駅

国道４５号 ①

平田の沢（４）

写真①

○平田地区

県道桜峠平田線

地理院タイルを加工して作成

地理院タイルを加工して作成

地理院タイルを加工して作成

地理院タイルを加工して作成

○吉里吉里地区

写真①

写真②

①・②

吉里吉里の沢（３）

至 釜石

至 山田

国道４５号

②

尾崎白浜の沢（６）

尾崎白浜の沢（11）
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R06.03時点

種別 所在地 団地名 棟数 戸数

大平 1 58

日向 5 95

上平田 8 144

3団地 14 297

平田 1 126

片岸 1 17

松原 2 60

嬉石第１ 1 52

嬉石第２ 1 32

両石 1 24

釜石市計 6団地 7 311

屋敷前 3 151

大町 1 23

安渡 1 23

上町 1 23

大槌町計 4団地 6 220

10団地 13 531

13団地 27 828

災害公営計

合 計

一般公営 釜石市

一般公営計

災害公営

釜石市

大槌町

○県営住宅（公営住宅及び災害公営住宅）の目的

○概要

● 公営住宅 所得が一定の基準以下の住宅に困っている方に賃貸し、国民生活の安定と社会福祉
の増進に寄与することを目的に整備

● 災害公営住宅 東日本大震災津波により住宅を失った被災者の居住の安定を目的に整備

４-（9）県営住宅（災害公営含む）管理状況

震災前は３団地297戸だった管内の公営住宅は、震災後に建設された災害公営住宅10団地531戸が
平成30年度までに全戸が完成し、合わせて13団地828戸（戸数約2.8倍）となった。
この内、釜石市が9団地608戸、大槌町が4団地220戸となっている。
なお、被災者用に整備した災害公営住宅に空き室が生じた場合は、被災者用に一定の戸数を確保

した上で、被災者以外も募集している。
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地域経営推進費4-(10)  建設業若者入職促進事業

堆積土砂

令和5年11月 令6年３月

令和４年６月 令和５年３月

建設業へのイメージ
（R5年度現場見学会
開催校生徒ｱﾝｹｰﾄ）

（％）

人口減少による少子高齢化社会により、担い手が不足が深刻化している。建設業の分野
においては、他業種に比べて高齢化割合が高く、若者の割合が低く、担い手確保が課題と
なっている。
建設業に対するイメージは、地域の安全・安心を支える大切な仕事という認識が多い一

方、きつい、危険、休みがない等のイメージを持っている。
そこで、建設業への興味を持ってもらうため、令和３～５年度に中・高等学校を対象に

現場見学会等を開催してきた。
令和６年度からは、建設業への理解を深めてもらうため、対象を小学校まで拡大し、現

場見学会等を行っていく。

0 10                20               30                40                50                60               70                80

・砂防出前講座と一緒に開催！砂防分野のハード・ソフトを学び、安全・安心への建設業の役割りを知っていた

だく。
・令和６年度からは、建設３Ｋのイメージ改善に向け、「週休二日の取組」「環境改善への取組」についてもＰ
Ｒする予定。
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東日本大震災津波により防潮堤等の津波防災施設は、破堤や施設の沈下等の被害が生じた。
被害を受けた津波防災施設については、背後の復興まちづくりと一体となって復旧・整備を進め、
甲子川、鵜住居川、大槌川及び小鎚川は、令和３年３月に完成に至っている。

5-(1)  津波防災施設の復旧・整備

甲子川水門 鵜住居川水門と片岸海岸防潮堤

小鎚川水門 大槌川水門

小鎚川

大槌川

鵜住居川
甲子川

防潮堤や水門等の津波防災施設の高さは、以下の考え方により設定している。

① 数十年～百数十年の頻度で発生している津波を設計対象津波群として設定。
一連の海岸や湾ごとに

・ 過去の津波の痕跡高さの記録の整理
（例：慶長地震、明治三陸地震、昭和三陸地震、チリ地震、2011年東北地方太平洋沖地震 等）

・ 発生の可能性が高い地震等の津波ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの実施
（例：想定宮城県沖地震 等）

② 設計対象津波群を対象に、海岸堤防によるせり上がりを考慮して設計津波の水位を設定。
③ この水位を前提に、海岸の利用や環境、景観、経済性、維持管理の容易性などを総合的
に考慮して堤防の高さを設定。（所管省庁間や隣接海岸間で整合性を確保）

○完成した津波防災施設

【参考】堤防の高さの設定

各施設の堤防の高さ

※ T.P.： Tokyo Peil（東京湾平均海面）の略で、標高の基準となる海水面の高さ。

甲子川水門
鵜住居川水門

片岸海岸防潮堤
小鎚川水門 大槌川水門

堤防の高さ T.P.+6.1m T.P.+14.5m T.P.+14.5m T.P.+14.5m
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○事業概要

東日本大震災津波において、水門・陸閘の閉鎖作業に関わり多くの消防団員が犠牲となった事実を

踏まえ、県では操作員の安全確保や津波から県民の生命と財産を守るため、操作の遠隔化、通信・電源

の多重化を図り、衛星回線を活用し水門・陸閘の閉鎖などを自動で行う「水門・陸閘自動閉鎖システム
」の整備を進めてきた。
当システムは、国が発表する津波注意報等（J-アラート）の受信を契機に、県内の各水門や陸閘に閉

鎖の一斉命令を送信し、水門・陸閘の閉鎖や閉鎖にかかる安全警報等が自動で開始されるもの。
沿岸広域振興局土木部管内の水門・陸閘のうち、フラップゲートなどの操作不要のものを除く、25箇

所が自動閉鎖の対象となり、令和３年度末までに運用を開始している。
令和４年１月15日に発生したトンガ諸島付近の海底火山噴火の影響により、翌16日に津波注意報が発

表されたが、管内の対象水門・陸閘はすべて閉鎖したことを確認している。

・自動閉鎖システム対象箇所 214箇所 （うち、釜石市内23箇所＋大槌町内２箇所＝25箇所）

・事業費 80億円 （うち、沿岸広域振興局土木部管内10億円）
・事業年度 平成27年度～令和３年度（管内）

5-(2)  水門・陸閘自動閉鎖システム

小白浜水門

○システム概要

須賀4号陸閘
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唐丹湾

釜石湾

大槌湾

⑳下荒川農地海岸水門

③小白浜水門、④小白浜陸閘

⑱～⑲小白浜漁港1～2号陸閘

下平田水門

上平田川水門

⑰釜石漁港5号陸閘

⑧甲子川水門

⑨須賀水門、⑩～⑯ 須賀1～7号陸閘

～  グリーンベルト1～2陸閘

B 第２統制局

Ｃ 釜石地区合同庁舎制御所

E 釜石消防署制御所

D 釜石市役所制御所

②水海水門

桑ノ浜陸閘

⑦鵜住居川水門

①片岸海岸樋門

⑥小鎚川水門

⑤大槌川水門

G 大槌消防署制御所

Ｆ 大槌町役場制御所

○整備状況（釜石大槌地区）

進捗状況

(R4.4.1現在)

Ａ 第１統制局 県庁(河川課) 運用開始

Ｂ 第２統制局 沿岸広域振興局土木部 運用開始

Ｃ 釜石地区合同庁舎制御所 沿岸広域振興局水産部 運用開始

Ｄ 釜石市役所制御所 釜石市(防災危機管理課) 運用開始

Ｅ 釜石消防署制御所 釜石市(釜石消防署) 運用開始

Ｆ 大槌町役場制御所 大槌町(危機管理室) 運用開始

Ｇ 大槌消防署制御所 大槌町(大槌消防署) 運用開始

① 片岸海岸樋門 運用開始

② 水海水門 運用開始

③ 小白浜水門 運用開始

④ 小白浜陸閘 運用開始

⑤ 大槌川水門 沿岸広域振興局土木部 運用開始

⑥ 小鎚川水門 運用開始

⑦ 鵜住居川水門 運用開始

⑧ 甲子川水門 運用開始

⑨ 須賀水門 運用開始

⑩～⑯ 須賀水門1～7号陸閘 運用開始

⑰ 釜石漁港5号陸閘 運用開始

⑱～⑲ 小白浜漁港1～2号陸閘 運用開始

⑳ 下荒川農地海岸水門 大船渡農林振興センター 運用開始

 ～ ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄ1～2号陸閘 釜石市(建設部都市計画課) 運用開始

上平田川水門 釜石市(建設部建設課) 運用開始

桑ノ浜陸閘 運用開始

下平田水門 運用開始

設備 番号 設備名称
施設管理者
又は担当部所

統
制
局
・
制
御
所

水
門
・
陸
閘

沿岸広域振興局水産部

釜石市(水産課)

両石湾
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○海岸施設の概要

東日本大震災津波により消失した根浜海岸の砂浜について、平成29年度に人工的な砂浜再
生が技術的に可能か検討を実施し、この結果「養浜が定着することが可能」と判断したこと
から、平成30年度から工事を進め、令和２年８月に完成した。

これらの検討及び事業実施にあたっては、「根浜海岸復興養浜技術検討委員会」や「根浜

海岸砂浜再生懇談会」でのご助言・ご意見を頂いたもの。

・事業概要
養浜整備 450ｍ
突堤 １基
養浜量 約45,000m3

・事業費 約10億円

5-(3)  根浜海岸 砂浜再生

着手前 完成

延長150m

○その１工事（H30-R1） ○その２工事（R1-2)

N

採取砂（地元産）
購入砂（宮城県）

幅約10m

養浜最大厚約3m

※震災後は砂浜幅約10mに減少

砂浜幅約30m（震災前の幅）

震災前 震災直後

2018.8.12撮影 2020.6.17撮影
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釜石港では、東日本大震災津波後の平成23年7月に国際フィーダー定期航路が就航し、コンテナ
貨物取扱量が順調に伸びていたことや運航会社から外貿定期コンテナ航路の開設意向が示されたこ
とから、ガントリークレーンの導入が喫緊の課題となっていた。

そうした中で、震災復興のために、大阪府から大船渡土木センター
に派遣されていた応援職員の橋渡しによって、大阪府からのガントリ
ークレーンの無償譲渡が実現し、平成29年9月に供用が開始された。

ガントリークレーンの導入によって、大型コンテナ船への荷役対応
が可能となっており、本県の物流の更なる発展が見込まれる。

※参考 平成23年 釜石港国際フィーダーコンテナ定期航路開設（７月19日）

平成29年 県営ガントリークレーン供用開始（９月23日）
釜石港外貿コンテナ定期航路開設（11月17日）

平成31年 東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻間）全線開通（３月９日）
令和元年 動物検疫港指定（８月26日）

高さ(ﾌﾞｰﾑｱｯﾌﾟ時)：約77ｍ
高さ(ﾌﾞｰﾑﾀﾞｳﾝ時)：約56ｍ
自重：約557t

吊上荷重：44.5t
定格荷重：38.0t/30.5t(ｺﾝﾃﾅ)

5-(4)  釜石港 ガントリークレーン

ガントリークレーン

増設したリーファーコンセント

夜間荷役用照明の整備状況

2021年3月撮影

１号上屋
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釜石港コンテナ取扱量
（単位 TEU）

約１．７倍増

○釜石港コンテナ取扱量

岩手県 大阪府
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広域振興局土木部等の所管区域と所在地一覧

岩泉町

山田町

宮古市

釜石市

住田町

陸前高田市

大船渡市

一戸町

軽米町

二戸市

洋野町

久慈市

紫波町

岩手町

葛巻町

雫石町

八幡平市

盛岡市

西和賀町

遠野市

北上市

花巻市

野田村

田野畑村

滝沢村

矢巾町

大槌町

金ヶ崎町

奥州市

一関市
平泉町

九戸村

普代村

県北広域振興局土木部
二戸土木センター

二戸市石切所字荷渡６-３

県北広域振興局土木部

久慈市八日町１-１

県北広域振興局土木部
滝ダム管理事務所

久慈市小久慈町１-35-23

沿岸広域振興局土木部
岩泉土木センター

下閉伊郡岩泉町岩泉
字松橋24-３

沿岸広域振興局土木部

宮古土木センター

宮古市五月町１-20

沿岸広域振興局土木部

釜石市新町６-50

沿岸広域振興局土木部

大船渡土木センター

大船渡市猪川町字前田
６-１

沿岸広域振興局土木部

大船渡土木センター
住田整備事務所

気仙郡住田町世田米
字川向102-１

県南広域振興局土木部
千厩土木センター

一関市千厩町千厩字北方85-２

県南広域振興局土木部
一関土木センター

一関市竹山町７-５

県南広域振興局土木部

奥州市水沢区大手町１-２

県南広域振興局土木部
北上土木センター

西和賀出張所

和賀郡西和賀町湯田
21-54-19

県南広域振興局土木部
北上土木センター

北上市芳町２-８

県南広域振興局土木部
花巻土木センター

花巻市花城町１-41

花巻空港事務所

花巻市葛３-183-１

盛岡広域振興局土木部

盛岡市内丸11-１

盛岡広域振興局土木部
岩手土木センター

岩手郡岩手町大字五日市
９-48

盛岡広域振興局土木部

綱取ダム管理事務所

盛岡市浅岸字二ツ森
25-34

北上川上流流域
下水道事務所

盛岡市東見前３-10-２

県南広域振興局土木部
遠野土木センター

遠野市六日町１-22

市

沿岸広域振興局土木部

連絡先

TEL 0193-25-2708

FAX 0193-21-1106
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